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表 紙 絵

能
古
島
を
舞
台
に
映
画
をい

り 

え

し
ん 

ご

入
江
　
信
吾

　
脚
本
家
に
な
る
の
が
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
夢
で
し
た
。

神
戸
大
学
卒
業
後
、
上
京
し
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
夢
が
叶
い
、
今
は
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
映
画
の
脚
本
を
執
筆
し
て
お
り
ま

す
。
代
表
作
は
ド
ラ
マ
『
相
棒
』
、
映
画
『
白
夜
行
』
（
東
野

圭
吾
原
作
）
で
す
。

　
人
生
の
半
分
を
過
ご
し
た
福
岡
と
い
う
街
に
、
と
て
も
愛
着

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
ふ
る
さ
と
を
舞
台
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作

品
を
作
り
た
い
と
思
い
続
け
、
こ
の
度
よ
う
や
く
準
備
が
整
い

ま
し
た
。

　
能
古
島
を
舞
台
に
し
た
映
画
で
、
タ
イ
ト
ル
は
『
な
つ
や
す

み
の
巨
匠
』
。
島
に
住
む
少
年
が
父
親
か
ら
譲
り
受
け
た
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
で
自
主
映
画
を
作
る
と
い
う
お
話
で
す
。
少
女
へ
の

初
恋
、
父
親
と
の
関
係
、
仲
間
と
の
友
情
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て

少
年
の
成
長
を
描
き
ま
す
。

　
リ
ア
ル
な
博
多
弁
に
こ
だ
わ
り
た
い
の
で
子
役
は
全
員
福
岡

で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
主
人
公
の
父
親
役
に
は

博
多
華
丸
さ
ん
、
母
親
役
に
は
国
生
さ
お
り
さ
ん
が
決
定
し
て

い
ま
す
。
お
二
方
と
も
私
の
熱
意
と
脚
本
に
共
感
し
、
出
演
を

快
諾
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
福
岡
の
企
業
や
個
人
様
を
中
心
に
出
資
を
募
り
、
撮

影
は
9
月
か
ら
。
劇
場
公
開
は
来
年
初
夏
の
予
定
で
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
観
に
行
け
る
よ
う
な
、
笑
っ
て
泣
け
る
楽
し

い
映
画
に
し
ま
す
。
笑
う
こ
と
は
何
よ
り
の
健
康
法
で
す
。
是

非
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
劇
場
へ
い
ら
し
て
下
さ

い
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
脚
本
家
）

散 歩 道
いちじく

　
名
前
の
由
来
は
、「
一
月
に
し
て
熟
す
」
ま
た
は
「
一
日
一
果
ず
つ
熟
す
」
こ

と
か
ら
「
一
熟
」
が
変
化
し
て
「
い
ち
じ
く
」
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ち
じ
く
は
不
老
長
寿
の
果
物
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
栄
養
価
が
高
い
果
物
で

す
。
高
血
圧
症
、
便
秘
、
痔
、
整
腸
、
二
日
酔
に
も
っ
て
こ
い
の
、
か
ら
だ
が
喜

ぶ
お
い
し
い
優
等
生
で
す
。
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西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

私
た
ち
は
、医
療
の
基
本
に
則
り
、更
な
る

研
鑽
に
つ
と
め
、常
に
地
域
の
人
々
の
立
場

に
立
っ
た
病
院
づ
く
り
、最
適
な
医
療
提
供

を
目
指
し
ま
す
。



福
博
寺
仏
像
め
ぐ
り
5

唐
泊
山
東
林
寺

霊
場
本
執
筆
家

西
原 

そ
め
子

と
う

は
く

さ
ん

と
う

り
ん

じ

　
博
多
湾
の
西
側
の
岬
の
突
端
、
宮
浦

の
高
台
に
東
林
寺
は
あ
る
。
寺
へ
の
行

き
方
は
今
宿
か
ら
分
岐
す
る
県
道
54
号

を
海
岸
沿
い
に
宮
浦
を
目
指
し
宮
浦
バ

ス
停
前
を
右
折
し
唐
泊
港
ま
で
進
む
。

港
の
前
の
駐
車
場
の
向
か
い
側
の
集
落

の
中
の
石
段
を
百
段
程
上
っ
た
処
に
東

林
寺
が
あ
る
。

　
こ
こ
は
古
代
か
ら
開
け
た
港
、
地
理

的
に
も
玄
界
灘
の
強
風
や
荒
波
を
避
け

る
天
然
の
良
港
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
と

の
往
来
が
盛
ん
だ
っ
た
三
韓
時
代
に
は

朝
貢
の
使
者
が
宿
泊
す
る
韓
亭
が
あ

り
、
後
に
唐
泊
の
字
が
当
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
万
葉
集
の
中
に
も
遣
新

羅
使
一
行
が
こ
の
地
を
詠
ん
だ
歌
が
数

首
残
る
。
中
世
以
降
も
博
多
が
貿
易
港

と
し
て
盛
ん
に
な
る
と
博
多
を
出
た
船

は
こ
の
唐
泊
で
風
待
ち
し
て
玄
界
灘
に

乗
り
出
し
た
。
ま
た
近
世
は
筑
前
五
ヶ

浦
廻
船
の
港
の
一
つ
と
し
て
栄
え
た
。

　
東
林
寺
は
こ
の
韓
亭
跡
に
栄
西
禅
師

が
建
立
し
た
。
寺
に
は
石
造
の
開
山
栄

西
禅
師
像
や
座
禅
石
が
残
る
。

　
栄
西
禅
師
は
糸
島
と
縁
が
深
い
。
二

度
目
の
入
宋
を
切
望
し
便
船
を
求
め
て

博
多
に
来
た
禅
師
は
糸
島
に
十
年
以
上

滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
地
元
と
も
交
流

し
て
寺
の
開
創
や
縁
起
書
を
残
す
な
ど

所
縁
を
多
く
作
っ
て
い
た
か
ら
地
元
の

み
や
の
う
ら

か
ら
と
ま
り
こ
う

か
ら
と
ま
り

ち
く
ぜ
ん 

ご
　
か 

う
ら
か
い
せ
ん

※

け
ん 

し

ら
ぎ 

し

特　集

ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
胃
の
病
気
消
化
器
内
科

山
田
　
幸
生

や
ま

だ

ゆ
き

お

　

胃
の
中
で
は
細
菌
が
生
存
で
き
な

い
と
い
う
固
定
概
念
を
覆
し
、
胃
粘

膜
か
ら
新
し
い
細
菌
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
細
菌
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
（
ピ
ロ
リ
菌
）
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
炎
を
引

き
起
こ
し
、
そ
の
後
胃
潰
瘍
、
十
二

指
腸
潰
瘍
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に

長
期
に
わ
た
る
感
染
に
よ
り
萎
縮
性

胃
炎
と
な
り
胃
が
ん
の
発
生
へ
と
進

展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
病
理
医
の

ロ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
臨
床
医
の

バ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
、
胃
粘
膜

に
ラ
セ
ン
状
の
細
菌
を
発
見
し
、
１

９
８
３
年
に
ラ
セ
ン
菌
の
分
離
、
培

養
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
１
９
８
４

年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
は
、
培
養
し

た
こ
の
ラ
セ
ン
菌
の
塊
を
自
ら
飲

み
、10
日
後
に
胃
炎
を
発
症
さ
せ
た
。

そ
し
て
自
分
の
胃
の
内
視
鏡
検
査
を

行
い
、
ラ
セ
ン
菌
（
ピ
ロ
リ
菌
）
が

存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
病
気
と
の
関
連
や
診
断

方
法
、
治
療
法
へ
と
研
究
は
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
２
０
０
５
年
に
ピ
ロ

リ
菌
の
発
見
及
び
研
究
に
対
し
て
両

博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

①
50
歳
以
上
の
日
本
人
の
70
〜
80
％

に
感
染

②
感
染
経
路
は
、
は
っ
き
り
解
明
さ

れ
て
い
な
い

③
経
口
感
染
が
主
な
経
路
と
考
え
ら

れ
て
い
る

④
胃
潰
瘍
の
70
〜
80
％
、
十
二
指
腸

潰
瘍
の
90
％
に
感
染

①
正
式
名
：
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ

②
グ
ラ
ム
陰
性
菌

③
大
き
さ
：
約
3
㎛

④
鞭
毛
が
4
〜
7
本

⑤
動
物
の
胃
内
だ
け
で
増
殖
可
能

①
感
染
は
一
般
に
幼
少
期
（
5
歳
ま

で
、
こ
の
時
期
は
免
疫
力
が
不
十

分
な
為
）

②
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
粘
膜
に
達
し
生
育

す
る

③
さ
ら
に
細
菌
が
産
生
し
て
い
る
酵

素
（
ウ
レ
ア
ー
ゼ
）
に
よ
っ
て
胃

液
中
の
尿
素
を
分
解
し
ア
ン
モ
ニ

ア
が
産
生
さ
れ
胃
液
を
中
和
し
、

そ
の
部
位
に
菌
が
定
着
し
感
染
が

成
立
す
る

④
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
り
胃
の
粘
膜
に
炎

症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

⑤
さ
ら
に
感
染
が
続
く
と
胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸
潰
瘍
を
発
生
さ
せ
る

⑥
さ
ら
に
長
期
に
感
染
が
続
く
と
胃

粘
膜
は
萎
縮
す
る

⑦
そ
の
後
、
過
形
成
ポ
リ
ー
プ
、
胃

が
ん
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

⑴ 

内
視
鏡
に
よ
る
検
査

　
ａ
．
迅
速
ウ
レ
ア
ー
ゼ
検
査

　

ｂ
．
鏡
検
法

　
ｃ
．
培
養
法

⑵ 

内
視
鏡
以
外
に
よ
る
検
査

　
ａ
．
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
測
定
法

　

ｂ
．
尿
素
呼
気
試
験

　
ｃ
．
便
中
抗
原
測
定
法

　

ピ
ロ
リ
菌
起
因
性
胃
炎
、
潰
瘍
は

原
因
を
取
り
除
く
為
適
応
が
あ
れ
ば

必
ず
除
菌
治
療
が
勧
め
ら
れ
る
。
除

菌
が
成
功
し
胃
炎
、
潰
瘍
の
治
癒
が

確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
治
療
は

不
要
と
な
る
。

⑴ 

除
菌
方
法

A 

3
剤
併
用
療
法

　
（
1
次
除
菌
治
療
）

　

①
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

　

②
抗
菌
剤（
ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
）

　

③
抗
菌
剤

　
（
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
）

　
　

1
週
間
内
服
。

　

約
70
〜
80
％
除
菌
率

　
　

1
次
除
菌
治
療
が
不
成
功
の

　

場
合
は
、
2
次
除
菌
治
療
を

　

行
う

B 

3
剤
併
用
療
法

　
　
（
2
次
除
菌
治
療
）

　

①
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

　

②
抗
菌
剤（
ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
）

　

③
抗
菌
剤

　
（
メ
ト
ロ
ニ
ダ
ゾ
ー
ル
）

　
　

1
週
間
内
服
。

　

約
90
％
除
菌
率

⑵ 

生
活
習
慣
の
改
善

　

①
過
労
や
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

　

②
禁
酒
・
禁
煙

　

③
胃
液
の
分
泌
を
促
す
よ
う
な

　

食
事
を
避
け
る

　
　
（
コ
ー
ヒ
ー
、
焼
き
肉
、
強

　

い
香
辛
料
な
ど
）

　

④
規
則
正
し
い
生
活

1
．
メ
リ
ッ
ト

①
潰
瘍
の
70
〜
80
％
が
治
癒
し
潰

瘍
の
再
発
を
抑
制
す
る

②
胃
が
ん
の
発
生
を
抑
制
す
る

③
慢
性
胃
炎
が
改
善
す
る

2
．
デ
メ
リ
ッ
ト

①
副
作
用

　

軟
便
、
下
痢
、
味
覚
の
障
害
、

肝
機
能
障
害
、
発
疹
な
ど

②
逆
流
性
食
道
炎
の
発
生

③
胃
が
ん
の
発
生
を
完
全
に
は
抑

制
で
き
な
い

④
体
重
が
増
加
す
る

　

除
菌
治
療
終
了
後
、
少
な
く
と
も

４
週
間
以
降
に
行
う
。

　

検
査
法
に
は
尿
素
呼
気
試
験
が
勧

め
ら
れ
る
。

①
内
視
鏡
検
査
に
て
胃
潰
瘍
、
十
二

指
腸
潰
瘍
、
慢
性
胃
炎
の
診
断
を

受
け
る
。

②
各
種
検
査
に
て
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の

有
無
を
調
べ
る
。

③
陽
性
で
あ
れ
ば
、
1
次
除
菌
治
療

を
受
け
る
。

④
尿
素
呼
気
試
験
に
て
除
菌
判
定
を

行
う
。

⑤
陰
性
で
あ
れ
ば
、
除
菌
は
成
功
。

⑥
陽
性
で
あ
れ
ば
、
2
次
除
菌
治
療

を
受
け
る
。

⑦
尿
素
呼
気
試
験
に
て
除
菌
判
定
を

行
う
。

⑧
陰
性
で
あ
れ
ば
、
除
菌
は
成
功
。

⑨
陽
性
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
通
り
の

治
療
を
受
け
る
。

Ⅰ
．ピ
ロ
リ
菌
の
発
見

Ⅱ
．胃
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染

Ⅳ
．ピ
ロ
リ
菌
の
長
期
経
過

Ⅲ
．ピ
ロ
リ
菌

743

744745

746

● 生きがい　9月号



人
は
禅
師
の
二
度
目
の
帰
国
を
喜
ん

だ
。
そ
の
た
め
に
禅
師
が
招
来
し
た
新

し
い
臨
済
宗
に
転
じ
た
寺
が
糸
島
に
は

東
林
寺
も
含
め
六
ヶ
寺
も
あ
る
。

　
東
林
寺
の
境
内
か
ら
の
眺
め
は
素
晴

ら
し
い
。
目
の
前
に
能
古
島
が
横
た
わ

り
、
福
岡
タ
ワ
ー
も
遠
望
で
き
る
。
本

堂
前
に
建
つ
万
葉
歌
碑
は
天
平
八
年
に

新
羅
に
渡
る
一
行
が
荒
津
の
浜
か
ら
船

出
し
、
こ
の
地
で
風
待
ち
し
た
時
の
歌

で
、
揮
毫
は
歌
人
で
人
間
国
宝
の
紙
塑

人
形
作
家
の
鹿
児
島
寿
蔵
氏
で
あ
る
。

〇 

韓
泊
能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は

あ
れ
ど
も
家
を
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

（
巻
15
）

〇 

風
吹
け
ば
沖
の
白
波
恐
み
と
能
許

の
亭
に
数
多
夜
そ
寝
る
（
々
）

※
遣
新
羅
使
…
大
和
朝
廷
が
新
羅
に
派
遣

　
し
た
友
好
使
節
団
を
い
う
。

か
ら
と
ま
り 

の
　
こ

の
　
こ

か
し
こ

と
ま
り

あ
ま
た

し
　
そ

▶
東
林
寺
境
内
に
建
つ
万
葉
歌
碑

※当記事に関するお問い合わせは、直接お寺ではなく
当院代表電話（092-881-1331）へお願いします。

け
ん 

し
ら
ぎ
し

　

胃
の
中
で
は
細
菌
が
生
存
で
き
な

い
と
い
う
固
定
概
念
を
覆
し
、
胃
粘

膜
か
ら
新
し
い
細
菌
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
細
菌
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
（
ピ
ロ
リ
菌
）
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
炎
を
引

き
起
こ
し
、
そ
の
後
胃
潰
瘍
、
十
二

指
腸
潰
瘍
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に

長
期
に
わ
た
る
感
染
に
よ
り
萎
縮
性

胃
炎
と
な
り
胃
が
ん
の
発
生
へ
と
進

展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
病
理
医
の

ロ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
臨
床
医
の

バ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
、
胃
粘
膜

に
ラ
セ
ン
状
の
細
菌
を
発
見
し
、
１

９
８
３
年
に
ラ
セ
ン
菌
の
分
離
、
培

養
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
１
９
８
４

年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
は
、
培
養
し

た
こ
の
ラ
セ
ン
菌
の
塊
を
自
ら
飲

み
、10
日
後
に
胃
炎
を
発
症
さ
せ
た
。

そ
し
て
自
分
の
胃
の
内
視
鏡
検
査
を

行
い
、
ラ
セ
ン
菌
（
ピ
ロ
リ
菌
）
が

存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
病
気
と
の
関
連
や
診
断

方
法
、
治
療
法
へ
と
研
究
は
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
２
０
０
５
年
に
ピ
ロ

リ
菌
の
発
見
及
び
研
究
に
対
し
て
両

博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

①
50
歳
以
上
の
日
本
人
の
70
〜
80
％

に
感
染

②
感
染
経
路
は
、
は
っ
き
り
解
明
さ

れ
て
い
な
い

③
経
口
感
染
が
主
な
経
路
と
考
え
ら

れ
て
い
る

④
胃
潰
瘍
の
70
〜
80
％
、
十
二
指
腸

潰
瘍
の
90
％
に
感
染

①
正
式
名
：
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ

②
グ
ラ
ム
陰
性
菌

③
大
き
さ
：
約
3
㎛

④
鞭
毛
が
4
〜
7
本

⑤
動
物
の
胃
内
だ
け
で
増
殖
可
能

①
感
染
は
一
般
に
幼
少
期
（
5
歳
ま

で
、
こ
の
時
期
は
免
疫
力
が
不
十

分
な
為
）

②
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
粘
膜
に
達
し
生
育

す
る

③
さ
ら
に
細
菌
が
産
生
し
て
い
る
酵

素
（
ウ
レ
ア
ー
ゼ
）
に
よ
っ
て
胃

液
中
の
尿
素
を
分
解
し
ア
ン
モ
ニ

ア
が
産
生
さ
れ
胃
液
を
中
和
し
、

そ
の
部
位
に
菌
が
定
着
し
感
染
が

成
立
す
る

④
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
り
胃
の
粘
膜
に
炎

症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

⑤
さ
ら
に
感
染
が
続
く
と
胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸
潰
瘍
を
発
生
さ
せ
る

⑥
さ
ら
に
長
期
に
感
染
が
続
く
と
胃

粘
膜
は
萎
縮
す
る

⑦
そ
の
後
、
過
形
成
ポ
リ
ー
プ
、
胃

が
ん
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

⑴ 
内
視
鏡
に
よ
る
検
査

　
ａ
．
迅
速
ウ
レ
ア
ー
ゼ
検
査

　

ｂ
．
鏡
検
法

　
ｃ
．
培
養
法

⑵ 

内
視
鏡
以
外
に
よ
る
検
査

　
ａ
．
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
測
定
法

　

ｂ
．
尿
素
呼
気
試
験

　
ｃ
．
便
中
抗
原
測
定
法

　

ピ
ロ
リ
菌
起
因
性
胃
炎
、
潰
瘍
は

原
因
を
取
り
除
く
為
適
応
が
あ
れ
ば

必
ず
除
菌
治
療
が
勧
め
ら
れ
る
。
除

菌
が
成
功
し
胃
炎
、
潰
瘍
の
治
癒
が

確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
治
療
は

不
要
と
な
る
。

⑴ 

除
菌
方
法

A 

3
剤
併
用
療
法

　
（
1
次
除
菌
治
療
）

　

①
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

　

②
抗
菌
剤（
ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
）

　

③
抗
菌
剤

　
（
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
）

　
　

1
週
間
内
服
。

　

約
70
〜
80
％
除
菌
率

　
　

1
次
除
菌
治
療
が
不
成
功
の

　

場
合
は
、
2
次
除
菌
治
療
を

　

行
う

B 

3
剤
併
用
療
法

　
　
（
2
次
除
菌
治
療
）

　

①
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

　

②
抗
菌
剤（
ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
）

　

③
抗
菌
剤

　
（
メ
ト
ロ
ニ
ダ
ゾ
ー
ル
）

　
　

1
週
間
内
服
。

　

約
90
％
除
菌
率

⑵ 

生
活
習
慣
の
改
善

　

①
過
労
や
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

　

②
禁
酒
・
禁
煙

　

③
胃
液
の
分
泌
を
促
す
よ
う
な

　

食
事
を
避
け
る

　
　
（
コ
ー
ヒ
ー
、
焼
き
肉
、
強

　

い
香
辛
料
な
ど
）

　

④
規
則
正
し
い
生
活

1
．
メ
リ
ッ
ト

①
潰
瘍
の
70
〜
80
％
が
治
癒
し
潰

瘍
の
再
発
を
抑
制
す
る

②
胃
が
ん
の
発
生
を
抑
制
す
る

③
慢
性
胃
炎
が
改
善
す
る

2
．
デ
メ
リ
ッ
ト

①
副
作
用

　

軟
便
、
下
痢
、
味
覚
の
障
害
、

肝
機
能
障
害
、
発
疹
な
ど

②
逆
流
性
食
道
炎
の
発
生

③
胃
が
ん
の
発
生
を
完
全
に
は
抑

制
で
き
な
い

④
体
重
が
増
加
す
る

　

除
菌
治
療
終
了
後
、
少
な
く
と
も

４
週
間
以
降
に
行
う
。

　

検
査
法
に
は
尿
素
呼
気
試
験
が
勧

め
ら
れ
る
。

①
内
視
鏡
検
査
に
て
胃
潰
瘍
、
十
二

指
腸
潰
瘍
、
慢
性
胃
炎
の
診
断
を

受
け
る
。

②
各
種
検
査
に
て
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の

有
無
を
調
べ
る
。

③
陽
性
で
あ
れ
ば
、
1
次
除
菌
治
療

を
受
け
る
。

④
尿
素
呼
気
試
験
に
て
除
菌
判
定
を

行
う
。

⑤
陰
性
で
あ
れ
ば
、
除
菌
は
成
功
。

⑥
陽
性
で
あ
れ
ば
、
2
次
除
菌
治
療

を
受
け
る
。

⑦
尿
素
呼
気
試
験
に
て
除
菌
判
定
を

行
う
。

⑧
陰
性
で
あ
れ
ば
、
除
菌
は
成
功
。

⑨
陽
性
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
通
り
の

治
療
を
受
け
る
。

Ⅵ
．治
療

Ⅴ
．ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
を

　
 

調
べ
る
検
査

Ⅷ
．除
菌
判
定

Ⅸ
．ま
と
め

Ⅶ
．除
菌
治
療
の

　

 

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

743

744745

746
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今月の街の行事予定 健康講話

詳しくは公民館にご確認ください。

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

副島
原田

國武
安藤（文）／山田

大庭
非常勤
中垣(2休診）
佐々木／勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良

飯田
原田
髙野
國武

安藤（文）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

非常勤
森園／非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
若杉

非常勤(5休診）

川上

國武（予約制）

原田
團

國武(1・3）
安藤（文）／宮本
松尾

非常勤
中垣(1・2休診）
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤
安藤（真）

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

大庭(3休診）

高比良

原田
髙野

安藤（文）／宮本
松尾
大庭
非常勤
中垣(1休診）
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤
安藤（真）

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野
團（結核）

松尾

非常勤

吉川
國武
安藤（文）
松尾

若杉／井野

非常勤
佐々木／高比良

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

副島(2休診）

金子（15時まで）
國武(2休診）
山田

若杉（15時～）

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

森園(2・3）／非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

平成26年8月21日現在

2014 SEPTEMBER  平成26年9月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第184号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《9月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

高齢者教室
西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

交通安全教室
日　時 9月16日（火）
 14：00～ 15：30
◎場　所 西陵公民館　講堂
◎対　象 60歳以上の人
◎内　容 交通事故防止の話
◎講　師 福岡県西警察署総務課
 安部創一郎係長

◎場　所 佐賀県鳥栖市
◎対　象 校区住民
◎参加費 500円（交通費、保険代）
 但し昼食代は各自負担

◎申込み 公民館まで参加費を添えて。
 定員（19名）になり次第
 しめきります。

子育てミニミニひろば
フーフー風船あそび

日　時 9月25日（木）
 10：00～ 12：00
◎場　所 西陵公民館
 児童等集会室
◎対　象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指　導 保育士
 大歯美穂子さん

地域づくり講座
キューピー鳥栖工場見学

日　時 9月26日（金）
 8：10集合　8：20出発～
 15：30公民館帰着予定

住　所
講　師
会　費

と　き

場　所

平成26年9月27日（土）

医療法人西福岡病院
本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
整形外科医師
無料

高比良　知也

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   治験ってなんだろう 》今月の
テーマ ／

病院フェア病院フェア

743

744745

746

第13回

平成26年10月18日（土） 午前10時～午後3時30分日時
西福岡病院　正面玄関前・１階フロア・3階会議室場所

健康講話　骨密度測定　イベント（歌・踊り・演奏）　出店
☆詳細については次回「生きがい」10月号にてお知らせします☆


